
●
地
方
政
治
に
お
け
る
民
主
化

　

へ
の
取
り
組
み

　

イ
ン
ド
で
は
、
一
九
九
三
年
の
第
七

三
次
憲
法
改
正
を
う
け
て
、
全
国
一
律

の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
（
地
方
議
会
）
制

度
の
整
備
な
ら
び
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト

へ
の
権
限
委
譲
に
よ
る
分
権
化
の
促
進

が
各
州
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
同
改

正
で
は
、
三
層
（
県
・
中
間
・
村
レ
ベ

ル
）
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
指
定
カ
ー

ス
ト
（
Ｓ
Ｃ
）・
指
定
部
族
（
Ｓ
Ｔ
）

へ
の
人
口
比
に
応
じ
た
議
席
の
留
保
と

女
性
へ
の
三
分
の
一
の
議
席
の
留
保
が

導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
有
権
者
全
員
が

参
加
で
き
る
村
民
会
議
の
設
置
も
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
制
度

の
も
と
で
、
地
方
政
治
の
民
主
化
す
な

わ
ち
住
民
の
政
治
参
加
の
促
進
、
ひ
い

て
は
、
公
正
で
効
果
的
な
開
発
政
策
の

実
現
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
の
時
点
で
、
三
層

あ
わ
せ
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
の
総
数
は

二
三
万
九
五
八
二
で
あ
り
、
そ
の
議
員

の
数
は
二
八
一
万
八
二
九
〇
人
。う
ち
、

Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｔ
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
五
二

万
一
六
一
八
人
（
一
八
・
五
％
）、
三

一
万
七
四
七
九
人
（
一
一
・
三
％
）、

ま
た
、
女
性
の
議
員
は
一
〇
三
万
九
〇

五
八
人
（
三
六
・
九
％
）
を
数
え
る
（
イ

ン
ド
政
府
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
テ
ィ
・
ラ
ー

ジ
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　

最
近
で
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
で
の

女
性
の
留
保
を
五
〇
％
に
引
き
上
げ
る

動
き
も
見
ら
れ
、
す
で
に
法
改
正
し
た

州
も
あ
る
。
村
民
会
議
に
関
し
て
も
、

二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
〇
年
を
「
村
民
会

議
の
年
」
と
す
る
な
ど
、
そ
の
強
化
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
各
州
の
中
で
も
、
ケ
ー
ラ
ラ

州
な
ど
と
共
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
州
と
さ

れ
て
い
る
の
が
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
あ
る
。

●
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の

　

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
制
度

　

西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
は
一
九
七
七
年
に

左
翼
戦
線
政
権
が
発
足
し
、
翌
一
九
七

八
年
に
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
パ
ン
チ
ャ
ー

ヤ
ト
法
に
も
と
づ
く
初
め
て
の
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ト
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
同

政
権
が
、
農
村
開
発
政
策
の
大
き
な
柱

と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
の
が
地
方
政

治
へ
の
住
民
参
加
を
促
す
パ
ン
チ
ャ
ー

ヤ
ト
改
革
で
あ
っ
た
。
同
州
で
は
、
そ

の
後
五
年
お
き
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
選

挙
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
同
州
の
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ト
組
織
は
、
県
レ
ベ
ル
の
ジ

ラ
・
ポ
リ
シ
ョ
ッ
ド
、
中
間
レ
ベ
ル
の

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
・
シ
ョ
ミ
テ
ィ
、
複

数
の
村
（
選
挙
区
）
で
構
成
さ
れ
る
村

レ
ベ
ル
の
グ
ラ
ム
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト

（
以
下
、
Ｇ
Ｐ
と
略
す
）
の
三
層
か
ら

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
の
直
接
選
挙
に

よ
っ
て
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。

　

西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
も
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ

ト
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
九
九
三
年
の

選
挙
よ
り
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｔ
な
ら
び
に
女
性

へ
の
留
保
議
席
が
導
入
さ
れ
た
。
村
民

会
議
の
規
定
も
同
改
正
で
盛
り
込
ま
れ

た
が
、
そ
の
後
の
一
九
九
四
年
の
改
正

法
で
は
、
全
Ｇ
Ｐ
レ
ベ
ル
で
の
村
民
会

議
（
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
バ
ー
）
と
、
Ｇ
Ｐ

内
の
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
村
民
会
議

（
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
）
の
二

層
の
村
民
会
議
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た

（
図
1
）。

　

グ
ラ
ム
・
シ
ョ
バ
ー
は
年
一
回
、
グ

ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
は
年
二
回
の

開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
会
が

成
立
す
る
た
め
の
定
足
数
は
、グ
ラ
ム
・

シ
ョ
バ
ー
で
全
有
権
者
の
二
〇
分
の
一

以
上
、グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
で
は

一
〇
分
の
一
以
上
で
あ
る
。ま
た
、二
〇

〇
三
年
の
改
正
法
で
は
、
法
に
照
ら
し

て
問
題
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
Ｇ
Ｐ
が

（出所）　筆者作成。
（注）　「パンチャーヤト」の語以外は、ベンガル語の発音に従ったカタカ
　　　ナ表記にした。

図1　西ベンガル州のパンチャーヤト組織
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パンチャーヤト・ショミティ

ジェラ・ポリショッド

インド民主主義体制の
ゆくえ̶挑戦と変容

特 集

イ
ン
ド
に
お
け
る
草
の
根
の
民
主
主
義

│
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
事
例
か
ら

森　

日
出
樹

14アジ研ワールド・トレンド No.194 （2011. 11）



グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
の
意
見
を

無
視
あ
る
い
は
拒
否
で
き
な
い
こ
と
が

明
文
化
さ
れ
、グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ

ド
に
大
き
な
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
の
改
正
法
で
は
、
グ

ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
に
お
い
て
、

住
民
参
加
に
よ
る
公
正
な
開
発
政
策
の

実
施
に
責
任
を
負
う
「
農
村
開
発
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
二
〇
人
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
る
委

員
会
の
構
成
員
に
は
、
当
該
選
挙
区
内

の
Ｇ
Ｐ
議
員
、
次
点
で
選
挙
に
敗
れ
た

Ｇ
Ｐ
立
候
補
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

や
協
同
組
合
等
の
公
的
団
体
の
メ
ン

バ
ー
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
、

公
務
員
（
退
職
者
も
含
む
）、教
員
（
退

職
者
も
含
む
）
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
構
成
員
の
三
分
の
一
は

女
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
成
員

選
出
の
た
め
の
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
ド
が
開
催
さ
れ
、
構
成
員
は
そ

こ
で
選
出
さ
れ
る
。
委
員
会
の
長
は
当

該
選
挙
区
か
ら
当
選
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ
議

員
が
務
め
、
Ｇ
Ｐ
議
員
と
と
も
に
開
発

政
策
の
実
施
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
う
委
員
会
書
記
は
構
成
員
の
中
か
ら

互
選
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
改
革
を
通
し
て
、
同

州
で
は
地
方
政
治
へ
の
住
民
参
加
を
促

す
制
度
が
確
立
・
強
化
さ
れ
て
き
た
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
は
現
実
に
ど

の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る

の
か
。
筆
者
が
調
査
し
て
い
る
東
メ

デ
ィ
ニ
プ
ル
県
に
位
置
す
る
ひ
と
つ
の

Ｇ
Ｐ
（
こ
こ
で
は
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
と
呼
ぶ
）

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　

Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
区
で
は
一
九
七
八
年
以
来
、

西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
他
の
多
く
の
地
域
同

様
、
左
翼
戦
線
政
権
の
中
心
的
政
党
で

あ
る
「
イ
ン
ド
共
産
党
（
マ
ル
ク
ス
主

義
）」（
以
下
Ｃ
Ｐ
Ｍ
と
略
す
）
が
Ｇ
Ｐ

で
の
多
数
派
を
占
め
政
治
を
担
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
度
の
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ト
選
挙
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
は
大

敗
し
、
そ
れ
ま
で
野
党
で
あ
っ
た
「
草

の
根
会
議
派
」（
以
下
Ｔ
Ｍ
Ｃ
と
略
す
）

が
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
で
の
政
権
を
奪
っ
た
。
二

〇
〇
八
年
選
挙
で
は
一
四
の
選
挙
区
か

ら
計
一
五
名
の
議
員
が
当
選
し
た
。
う

ち
、
一
一
名
が
Ｔ
Ｍ
Ｃ
、
三
名
が
Ｃ
Ｐ

Ｍ
、
一
名
が
無
所
属
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
レ

ベ
ル
で
の
政
党
の
参
加
が
認
め
ら
れ
て

い
る
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
は
、
政
党
政
治

が
村
レ
ベ
ル
に
も
深
く
浸
透
し
て
い

る
。
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
区
に
お
い
て
も
他
の
地

域
同
様
、
支
持
政
党
に
よ
る
住
民
の
分

断
や
党
派
意
識
が
こ
れ
ま
で
強
く
見
ら

れ
て
き
た
。

●
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
議
員

　

と
農
村
開
発
委
員
会

　

左
翼
政
権
下
の
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で

は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
に
よ
る
貧
困
層

の
政
治
参
加
が
促
さ
れ
、
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
区

に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
そ

れ
ま
で
の
大
土
地
所
有
地
主
層
に
代
わ

り
、
広
く
農
村
で
の
中
・
下
層
の
人
々

が
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
議
員
と
し
て
活
躍

す
る
よ
う
に
な
る
。
留
保
議
席
の
導
入

は
、
女
性
を
は
じ
め
さ
ら
な
る
新
た
な

層
を
村
の
政
治
の
表
舞
台
に
連
れ
出
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｇ
Ｐ
政
治
に
参
入

す
る
政
治
家
の
入
れ
代
わ
り
が
激
し
く

な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
経
験
の
乏

し
い
議
員
の
中
に
は
、
有
力
な
政
治
家

の
傀
儡
と
な
り
、
名
前
だ
け
の
議
員
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
女

性
議
員
の
場
合
、
そ
の
夫
が
妻
に
代

わ
っ
て
議
員
と
し
て
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
イ
ン
ド
の
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ト
議
員
に
関
す
る
事
例
研
究

で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
八

年
選
挙
で
は
議
長
は
女
性
に
留
保
さ
れ

て
い
た
た
め
、
女
性
の
議
長
が
誕
生
し

て
お
り
、
週
末
に
は
夫
が
仕
事
の
手
伝

い
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
は
決
し
て
消
極
的
で

は
な
く
、
Ｇ
Ｐ
事
務
所
へ
の
通
勤
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
面
会
に
来
る
村
人
と

の
対
応
も
自
ら
行
い
、
積
極
的
に
外
回

り
の
仕
事
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る

Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
女
性
議
員
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
支
持

者
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
を
恐
れ
て
村
の
人

た
ち
は
集
会
や
行
列
に
参
加
す
る
こ
と

を
憚
っ
た
た
め
、
選
挙
戦
で
は
一
人
で

村
内
を
積
極
的
に
歩
き
回
り
、
自
ら
の

主
張
を
訴
え
続
け
た
と
い
う
。
政
治
に

臨
む
姿
勢
や
意
欲
に
お
い
て
決
し
て
他

の
議
員
に
引
け
を
と
ら
な
い
女
性
議
員

も
存
在
し
、
留
保
制
度
が
女
性
の
積
極

的
な
政
治
参
加
を
促
し
て
き
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

　

と
は
言
え
、
新
規
に
Ｇ
Ｐ
政
治
に
参

入
し
た
議
員
に
と
っ
て
、
自
ら
の
選
挙

区
内
の
開
発
政
治
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
村
人
か
ら
の
様
々

な
意
見
や
要
求
を
調
整
し
て
い
く
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
農
村
開
発
委

員
会
書
記
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
の
農
村
開
発
委
員
会
書
記
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
み
る
と
、
元
Ｇ

Ｐ
議
員
や
党
で
何
ら
か
の
役
職
を
も
っ

て
い
る
な
ど
、
政
治
経
験
の
豊
富
な
人

物
、
あ
る
い
は
、（
退
職
）
教
員
な
ど

で
住
民
か
ら
の
信
望
の
厚
い
人
物
な
ど

の
存
在
が
目
立
つ
。

　

農
村
開
発
委
員
会
の
委
員
は
特
別
に

開
催
さ
れ
る
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ

ド
で
選
出
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
選

挙
後
、
同
年
八
月
に
筆
者
が
観
察
し
た

例
で
は
、
候
補
者
名
が
挙
げ
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
議
論
は
な
く
、
そ
の
場
で
出
席

者
の
挙
手
に
よ
っ
て
採
決
が
な
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
党
支
持
者
が
候
補
者

を
擁
立
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
対
立
す

る
党
の
支
持
者
の
出
席
が
ほ
と
ん
ど
な
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く
、
多
数
派
政
党
が
用
意
し
た
候
補
者

リ
ス
ト
に
、
参
加
者
が
賛
成
の
挙
手
を

す
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
農
村
開
発
委
員
会
は
多
数
派
政

党
、
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｐ
議
員
と
同
じ
政

党
の
支
持
者
で
大
半
を
占
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
公
正
な
開
発
政
策
の
実
施

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
は
ず
の
農
村
開

発
委
員
会
で
あ
る
が
、
政
党
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

感
は
拭
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の
選
出
方

法
は
、
反
対
党
の
排
除
や
参
加
者
の
目

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
挙
手
に
よ
る

決
定
な
ど
、
必
ず
し
も
公
正
で
民
主
的

な
手
続
き
と
は
言
え
な
い
。（
同
様
の

農
村
開
発
委
員
会
の
委
員
選
出
方
法
は

各
地
で
も
見
ら
れ
、
州
政
府
も
事
態
を

把
握
し
て
お
り
、
改
善
を
求
め
る
指
令

を
関
係
機
関
に
出
し
て
い
る
。）

　

こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
一
方
で
、
書

記
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
政

治
活
動
と
は
距
離
を
置
き
、
人
々
か
ら

も
信
望
の
厚
い
（
退
職
）
教
員
な
ど
も

存
在
す
る
。
強
い
党
派
意
識
、
支
持
政

党
に
よ
る
住
民
の
分
断
が
見
ら
れ
る
な

か
に
あ
っ
て
も
、
支
持
政
党
に
関
係
な

く
公
正
に
仕
事
を
す
る
こ
と
の
必
要
性

は
、
Ｇ
Ｐ
議
員
た
ち
も
強
く
感
じ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｐ
Ｍ

の
政
治
に
お
け
る
閉
鎖
性
に
対
す
る
批

判
、
支
持
者
贔
屓
が
あ
っ
た
と
す
る
強

い
不
信
感
や
不
満
が
人
々
の
間
で
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
し
て
あ

る
。
Ｃ
Ｐ
Ｍ
支
持
者
か
ら
も
、
地
域
の

党
指
導
者
が
貧
困
層
を
顧
み
ず
自
分
た

ち
の
利
益
だ
け
で
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
批
判
の
声
が
聞
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
不
満
が
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ト
選
挙
で
与
野
党
の
逆
転
を

も
た
ら
し
た
大
き
な
原
動
力
に
も
な
っ

て
い
た
。
農
村
開
発
委
員
会
の
委
員
選

び
が
曲
が
り
な
り
に
も
公
開
で
行
わ
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ

Ｐ
Ｍ
の
政
治
を
変
え
た
い
と
い
う
人
々

の
思
い
が
、
農
村
開
発
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
（
特
に
書
記
）
の
質
を
あ
る
程
度

保
証
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
農
村

開
発
委
員
会
の
制
度
は
、
そ
の
書
記
の

資
質
に
よ
っ
て
は
、
留
保
制
度
が
も
た

ら
し
た
経
験
不
足
の
議
員
を
助
け
る
と

と
も
に
、
公
正
で
民
主
的
な
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
を
実
現
し
て
い
く
上

で
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
え
る
と
言

え
よ
う
（
参
考
文
献
②
）。

　

さ
て
、
Ｇ
Ｐ
議
員
も
含
め
た
農
村
開

発
委
員
会
は
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ

ド
で
の
議
論
や
意
見
を
受
け
て
、
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
に
お
け
る
村
民
会
議

　

先
述
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
ド
は
Ｇ
Ｐ
の
選
挙
区
内
の
村
民

会
議
（
下
位
の
村
民
会
議
）
で
あ
る
。

上
位
の
村
民
会
議
と
し
て
グ
ラ
ム
・

シ
ョ
バ
ー
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
全

Ｇ
Ｐ
の
選
挙
民
を
対
象
に
し
た
同
会
議

は
、
開
催
地
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
居
住

す
る
住
民
は
足
を
運
び
に
く
い
。ま
た
、

自
ら
の
選
挙
区
内
の
こ
と
だ
け
で
は
な

い
全
Ｇ
Ｐ
に
関
す
る
議
題
で
も
あ
り
、

グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
の
内
容
の

寄
せ
集
め
で
も
あ
る
の
で
、
住
民
の
関

心
は
薄
れ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ

に
お
い
て
は
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
バ
ー
に
対

す
る
村
人
の
認
知
度
や
出
席
経
験
者
率

は
か
な
り
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
法

的
に
も
強
い
権
限
が
与
え
ら
れ
、
よ
り

身
近
な
問
題
を
扱
う
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
ド
の
ほ
う
が
住
民
に
と
っ
て
は

重
要
で
あ
り
、
そ
の
認
知
度
・
出
席
経

験
者
率
と
も
に
高
い
（
参
考
文
献
①
）。

　

筆
者
が
観
察
し
た
二
〇
〇
八
年
一
一

月
の
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
ド
の
主

な
議
題
・
報
告
事
項
は
、
①
二
〇
〇
八

年
度
上
半
期
の
Ｇ
Ｐ
の
収
支
報
告
と
②

今
後
の
各
選
挙
区
内
で
の
開
発
事
業
計

画
（
事
業
の
リ
ス
ト
化
）
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。定
足
数
を
満
た
す
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
で
お
よ
そ
七
五
人

か
ら
百
人
程
度
の
出
席
が
必
要
で
あ

る
。定
足
数
を
満
た
す
数
の
サ
イ
ン（
非

識
字
者
の
場
合
は
拇
印
）
が
会
場
（
小

学
校
の
教
室
）
か
ら
集
め
ら
れ
た
後
、

会
が
開
催
さ
れ
る
（
会
議
風
景
に
つ
い

て
は
本
誌
表
紙
写
真
を
参
照
さ
れ
た

い
）。
サ
イ
ン
は
し
て
も
途
中
で
帰
っ

て
し
ま
う
人
た
ち
も
い
る
た
め
、
時
間

と
と
も
に
定
足
数
を
切
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

会
議
は
概
ね
騒
然
と
し
た
中
で
進
行

し
て
い
く
。
必
ず
し
も
、
一
人
ひ
と
り

順
に
発
言
し
、
全
参
加
者
が
静
か
に
そ

れ
に
耳
を
傾
け
る
と
い
っ
た
具
合
に
会

が
進
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
複
数
の
参
加
者
た
ち
が
思

い
思
い
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
出
す

た
め
、
会
場
は
す
ぐ
に
騒
然
と
な
る
。

Ｇ
Ｐ
議
員
、
Ｇ
Ｐ
事
務
局
書
記
、
農
村

開
発
委
員
会
書
記
た
ち
に
も
、
そ
れ
を

制
御
し
、静
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

選
挙
区
に
よ
っ
て
は
、
Ｇ
Ｐ
議
員
、
農

村
開
発
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
あ
る
い

は
Ｇ
Ｐ
事
務
局
職
員
に
詰
め
寄
り
、
質

問
や
意
見
・
要
求
を
述
べ
る
者
な
ど
も

現
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
会
場
内
の
あ

ち
こ
ち
で
同
時
並
行
し
て
複
数
の
質
問

や
意
見
の
や
り
と
り
が
喧
々
囂
々
と
行

わ
れ
、
会
場
は
ま
す
ま
す
混
沌
と
し
た

様
相
を
呈
す
る
。
会
議
は
、
参
加
者
全

員
に
開
か
れ
た
議
論
や
意
見
交
換
の
場

と
い
う
よ
り
は
、
個
々
の
個
別
交
渉
の

場
と
化
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
の
村
民
会
議
の
研

究
で
は
、
参
加
者
が
少
な
い
（
特
に
女

性
の
参
加
者
が
少
な
い
）
こ
と
、
参
加

者
は
議
員
と
同
じ
政
党
支
持
者
で
多
数

を
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
参
加
者
が
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議
員
や
党
員
か
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
に
出

席
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
既
に
党
に

よ
っ
て
大
切
な
こ
と
は
決
め
ら
れ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
き

た
。
Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
区
で
の
事
例
に
お
い
て

も
、
確
か
に
、
女
性
も
含
め
参
加
者
は

多
い
と
は
言
え
ず
、
議
員
と
同
じ
政
党

支
持
者
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
あ
る
程
度
、
農
村
開
発
委
員
会
が

原
案
を
事
前
に
用
意
し
て
い
る
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
場
で
の
様

子
を
見
る
限
り
、
参
加
者
は
決
し
て
受

身
で
は
な
く
、
反
対
党
支
持
者
も
含
め

参
加
者
た
ち
が
積
極
的
あ
る
い
は
情
熱

的
に
発
言
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
主
に
道
路
整
備
、
配
電
、

飲
料
水
用
の
管
井
戸
の
設
置
、
火
葬
場

の
整
備
、
植
林
事
業
な
ど
に
関
す
る
意

見
や
要
求
、
貧
困
世
帯
の
認
定
や
事
業

の
遅
れ
な
ど
対
す
る
苦
情
や
不
満
な
ど

が
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
。
参
加
者
た

ち
の
多
く
は
、
一
人
で
発
言
す
る
に
せ

よ
、
騒
然
と
な
っ
た
と
き
に
皆
と
一
緒

に
ま
じ
っ
て
叫
ん
だ
り
愚
痴
を
も
ら
し

た
り
す
る
に
せ
よ
（
そ
の
場
合
、
女
性

も
積
極
的
に
参
加
す
る
）、
何
ら
か
の

形
で
発
言
を
し
た
り
、
不
満
を
ぶ
つ
け

た
り
し
て
い
た
。

　

あ
る
選
挙
区
の
グ
ラ
ム
・
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
ド
で
は
、
様
々
な
意
見
や
要
求

が
飛
び
交
う
な
か
、
最
終
的
に
元
教
員

の
農
村
開
発
員
会
書
記
が
、
参
加
者
に

ま
ず
自
分
た
ち
で
集
落
を
回
っ
て
開
発

事
業
の
案
を
ま
と
め
る
よ
う
促
す
場
面

も
見
ら
れ
た
。
と
も
す
れ
ば
収
拾
が
つ

か
な
く
な
る
よ
う
な
会
議
に
お
い
て
、

参
加
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
会

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
例
で
あ

る
（
参
考
文
献
②
）。

●
左
翼
政
権
後
の
村
の
政
治

　

さ
て
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
は
二
〇
一

一
年
度
の
州
議
会
選
挙
で
左
翼
戦
線
政

権
が
大
敗
し
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
左

翼
政
権
が
三
四
年
間
の
長
期
に
わ
た
り

政
権
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
世
界
的
に

見
て
も
珍
し
い
。
政
権
発
足
当
初
に
進

め
ら
れ
た
土
地
改
革
や
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ

ト
改
革
は
農
村
貧
困
層
の
動
員
を
促
す

と
共
に
、
そ
の
社
会
的
地
位
の
上
昇
に

貢
献
し
た
。
そ
の
結
果
、
政
権
与
党
の

左
翼
政
党
は
農
村
部
で
の
強
固
な
支
持

基
盤
を
維
持
し
続
け
て
き
た
。
ま
た
、

八
〇
年
代
の
高
収
量
品
種
と
灌
漑
の
普

及
に
よ
る
飛
躍
的
な
農
業
生
産
の
増
大

は
、
農
村
部
で
の
左
翼
政
権
支
持
を
後

押
し
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
代
中

頃
か
ら
は
農
業
は
か
つ
て
の
勢
い
を
失

い
、
州
政
府
も
工
業
化
政
策
や
サ
ー
ビ

ス
部
門
産
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
出
し

た
。
し
か
し
、
工
業
化
に
と
も
な
う
農

地
買
収
や
立
ち
退
き
の
問
題
が
や
が
て

深
刻
化
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、
抵
抗

す
る
一
般
住
民
へ
警
察
が
発
砲
し
一
四

名
の
犠
牲
者
を
出
す
事
件
が
起
こ
っ

た
。
こ
れ
を
期
に
州
政
府
に
対
す
る
批

判
の
声
が
一
気
に
広
が
っ
た
。す
で
に
、

長
期
に
わ
た
る
政
権
で
か
つ
て
の
よ
う

な
社
会
改
革
へ
の
情
熱
が
失
わ
れ
る
一

方
で
、
社
会
生
活
の
隅
々
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
党
（
特
に
Ｃ

Ｐ
Ｍ
）
支
配
に
対
す
る
不
満
が
広
く

人
々
の
間
で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
野
党
の
Ｔ
Ｍ
Ｃ
は
、
土

地
買
収
問
題
で
一
気
に
吹
き
出
た
人
々

の
不
満
を
う
ま
く
利
用
し
、
選
挙
で
の

勝
利
を
手
に
し
た
。

　

Ｂ
・
Ｇ
Ｐ
区
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
は

政
治
的
な
動
員
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
通
し
て
、
人
々
の
民
主
主
義
的
な
意

識
の
涵
養
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き

た
。
た
だ
、
そ
の
民
主
主
義
の
実
践
は

よ
り
包
摂
的
な
も
の
に
向
か
う
と
い
う

よ
り
は
、
多
く
の
人
々
の
排
除
を
伴
っ

た
ま
ま
、
時
間
と
共
に
形
骸
化
し
て

い
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
村
民

会
議
が
Ｃ
Ｐ
Ｍ
議
員
の
仲
間
内
だ
け
で

開
催
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
た
人
々
の
批

判
か
ら
は
、
住
民
が
感
じ
て
い
た
強
い

疎
外
感
と
政
治
へ
の
不
信
感
が
う
か
が

え
る
。
Ｇ
Ｐ
で
の
政
権
交
代
は
閉
塞
し

た
民
主
主
義
を
新
た
に
活
性
化
さ
せ
る

契
機
で
も
あ
る
。
政
党
か
ら
距
離
を
置

こ
う
と
す
る
農
村
開
発
委
員
会
書
記
の

存
在
、
反
対
党
支
持
者
か
ら
の
積
極
的

な
意
見
が
飛
び
交
う
村
民
会
議
な
ど

は
、
そ
の
可
能
性
を
垣
間
見
せ
て
く
れ

て
い
る
。
社
会
・
政
治
改
革
に
対
し
て

か
つ
て
の
Ｃ
Ｐ
Ｍ
が
持
っ
て
い
た
よ
う

な
強
い
意
志
が
、
今
Ｔ
Ｍ
Ｃ
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

（
も
り　

ひ
で
き
／
松
山
東
雲
女
子
大
学
）

《
参
考
文
献
》

①
森
日
出
樹
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
イ
ン
ド
に

お
け
る
草
の
根
の
民
主
主
義
と
開
発
政

治
│
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
と
西
ベ
ン
ガ
ル

州
で
の
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
に
お
け
る
住

民
参
加
の
事
例
か
ら
│
」（
近
藤
則
夫

編　
『
イ
ン
ド
民
主
主
義
体
制
の
ゆ
く

え
│
挑
戦
と
変
容
│
』
研
究
双
書
№
五

八
〇　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）。

②
森
日
出
樹
﹇
二
〇
一
一
﹈「
イ
ン
ド
西

ベ
ン
ガ
ル
州
に
お
け
る
農
村
政
治
の
転

換
│
左
翼
政
党
の
敗
れ
た
グ
ラ
ム
・

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
の
事
例
か
ら
│
」

（『
松
山
東
雲
女
子
大
学
人
文
科
学
部

紀
要
』
第
一
九
巻
）。
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